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　 台湾お よび 琉球諸島に 分布する カ エ ル 類 の 鳴声を

サ ウ ン ドス ペ ク ト P グ ラ フ に よ っ て 分析 した。対象

と した 種は 台湾 の シ ナ ア マ ，ハナ サ キ ， クール ，ラ

　トーチ ， ト ラ フ 、ギ ュ ン サ ー，ニ ホ ン カ ジ カ ，
ム ク

ア オ ，タ イ ペ イ ア オ ，シ 卩 ア ゴ，ヒ メ ア マ
t 琉球 の

ハ ロ ウ ェル ァ マ ， リ ュ ウキ ュウ ァ カ
，

ハ ラ ブ チ ，ヌ

マ
， イ シ カ ワ ，ニホ ン カ ジ カ，才 キ ナ ワ ア オ ， ヤ エ

ヤ マ ア オ，ア イ フ ィ ソ ガ ー，ヒ メ ア マ の 合計 4科 19

種 で あ る。鳴声 の 比較か ら次の 結論 が 得られた。

　 L　 各種は 鳴声持続時間，パ ル ス 群 の 構成，パ ル

ス 反復率，優位周 波数，ハ ーモ ；
ッ

ク X ，周 波数変

調 の パ タ ーン な どに 関 し て そ れ ぞれ異な り，明瞭な

種 特異性を示す 。 す な わ ち 各毬 は 異な る 鳴声 ＝
ッ チ

＝を占め て お り，こ の こ とは 鳴声 が種を認 知 す る信

号 と して 極 め て 重要で あ る こ とを 裏付け て い る 。

　2． 鳴声か らみ る とハロ ウ ェル ァ マ は シ ナ ア マ よ

りも ニ ホ ン ア マ に 似 て い る 。
ヤ エ ヤ マ ア オ は 八 重山

諸 島と台湾 に 分布す る とみ な され て い た が ，両集団

の 鳴声 は 基本的 に 異 な っ て お り，後者 に 対 して 最近

与 え られ た タ イ ペ イ ア オ の 名は 正 当と 思わ れ る 。 ヤ

エ ヤ マ ア オ は オ キ ナ ワ ア 才 の 亜 種 とは 考 え 難 い 。

　3．　 ニ ホ ソ カ ジ 九 ヒ メ ア マ の 台湾と琉球 の 集団

に は，鳴声特性 に 関 し て か な りの 差が認 め られ た 。

八重山諸島の ヌ マ は 鴇声 の み で な く体 の 大き さ や 生

態 の 点 で 周辺 の 集団 と異 な る 。 こ れ らの 分類学的取

扱い に つ い て は 別 の 面 か ら検討す る 必 要 が あ ろ うe

　4．　 イ シ カ ワ と ハ ナ サ キ の 鴇声は 特異 な周波数変

調を示す単・一パ ル ス よ りなる。こ の よ うな特殊 な 鳴

声 は ，繁殖場所 （渓流〉 の 音響的 環 境に 関 し て 適応

的変化 を 遂げた 結 果 とみ な す こ と が で ぎる 。

　 伊豆半島 〔下田，熱川，伊東） と伊東沖 の 初島か

ら得 られ た ト カ ゲ を本土 の い くつ か の 地域 の ニ ホ ソ

ト カ ゲ ，お よ び 鈩豆諸島 の オ カ ダ トカ デ 種群 と比較

検討 した 。 比較は従来鑑別形質と して 重視 され て き

た 幼体時 の 体色 バ タ ーン ，胴 中央部の 体鱗列数，後

鼻板 の 変異に つ い て 行な っ た 。

　 幼時 の 体色 パ タ ーソ は
一

般 に オ カ ダ トカ ゲ 種群 で

は 退化 の 傾向が 認 め られ る 。 伊豆半島部 の ト カ ゲ は

本土 の ニ ホ ソ トカ デ や ， 伊豆大島の オ カ ダ ト カ ゲ 同

様 ， 完全な幼時体色パ タ ーン を 示 した が ，初島 の も

の は ，利島
一

神津島の オ カ ダ ト カ ゲ と同 じ く，幼体

時に 既 に 頭部 の 二 叉線 が失 わ れ て い た 。

　体鱗列数は 初島で も半島部 で も24− 26列 で ， ニ ホ

ソ トカ ゲ と比べ て もむ しろ 少 な い 方へ 傾 よ っ て い

る。この点で，一
般に 体鱗数 の 多い 伊豆諮島の オ カ

ダ ト カ ゲ 種群 とは 異な る。

　後鼻板 の 変異 に ｝X 　5 つ の 型 が 認め られ る。 A 型は

前頬板，後鼻板 の 他 に 後後鼻板 （仮称） の 存在す る

もの で ．最も原型的な型 と思われ る 。 B 型 は後 2者

の 癒合．C 型は 前頬板 と後後鼻板 の 癒合，　 C ’

型 は C

型の 後鼻板 の 大型化，D 型 は 3 つ の 鱗板 が す べ て 癒

合 した もの と考え られ る 。
ニ ポ ン

’v カ ゲ で は 北海道

産を除 き，C 型が ぽ とん どを 占め ，他 の 型 の 出現頻

度は 極め て 低 い 。しか し，伊 豆 半島 で は オ カ ダ トカ

ゲ 種群 と 同 じ く ， B 型 の 出現頻度 が 高く，半島部の

もの 神津島，初島 の もの は 伊 豆 大 島 ・
利島 と 似た 変

異 分 布型 を 示 す。

　上記 の 様 に ，こ の 地域 の トカ ゲは ，後鼻梹 の 変異

分布，幼 時 の 体 色 か ら，ニ ホ ソ ト カ ゲ よ りむ しろ オ

カ ダ トカ ゲ 種 群に 近縁なもの と考え られ る 。
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